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Improving the productivity and concentration of workers, it is reported that personal space plays an important role.

However, a worker feels confined in many cases, as walls and partitions usually surround these areas. In this paper, we

verify the effectiveness of introducing the virtual window into personal space. From the experimental results, it was found

that projecting an appropriate image on the virtual window not only obtains the utility of the window but also has positive

effects on WELL authentication for office workers.
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個人スペースにおける擬似窓が執務者に与える影響と有効性

中山 知美・ 久留 亜沙美・ 小野 景子・ 槇原 絵里奈・ 大正 歩夢

1. はじめに

近年，生命や自然との融合を志向する建築デザイン

であるバイオフィリックデザインに注目が集まってい

る 1)．しかし，人口密度の増加や地価の高騰により，

地下やビルの中心部に設けられた空間など，窓がなく

人工的な環境が増加している 2,3)．また，建築基準法

の緩和により，建物同士の距離が近くなり，窓からの景

観が良好でない環境が増加している 4)．そのため，窓

から自然との繋がりを得ることは容易ではない．窓の

効用には「気分的な心地よさ」「外界との連続感」があ

ると報告されている 5,6)．そこで，我々は窓がないオ

フィスの環境の改善を目的として，擬似窓を提案した．

擬似窓とは，ディスプレイを用いた窓の代替物である．

擬似窓と実際の窓を比較検証した結果，擬似窓には実

際の窓と同様の効用があると報告されている 9,10)．

また，執務者の活発なコミュニケーションやスペー

スの効率化を目的としたオフィスのオープン化が進む

一方で，執務者の生産性や集中力の向上を目的として，

オフィスにパーソナル環境である個人スペースが増加

した．加えて，COVID-19の影響に伴い，感染防止を

目的として，1人の執務者で利用する個室やパーティ

ションによって区切られたスペース（以後，個人スペー

ス）が増加している．さらに，Well Building Standard

（以後，WELL認証）の影響 11)やシェアオフィスの流

行に伴い，個人スペースが増加している．個人スペー

スは，生産性や集中力が向上する一方で，壁や仕切り
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によって閉塞感がある環境であるため，自然との繋が

りを得ることは容易ではない 12)．

そこで，我々は自然との繋がりが乏しい環境の改善

を目的として提案した擬似窓と，個人スペースを組み

合わせることにより，自然との繋がりを得ることが容

易でない個人スペースを改善できるのではないかと考

えた．以上より，本研究では個人スペースにおいて，

擬似窓が執務者に与える影響および擬似窓の有効性に

ついて検証する．

2. 窓に関する先行研究

2.1 窓から得られる効用について

先行研究では，窓から得られる効用について検証が

行われている 5,6)．窓の効用には「気分的な心地よさ」

「外界との連続感」の 2 つがあると報告されている．

「気分的な心地よさ」には室内の変化，疲労回復効果

およびリフレッシュ効果などがある．また「外界との

連続感」には時間・天候・場所を認識することで得ら

れる外界との繋がりや開放感がある．

2.2 オフィスにおける窓の現状について

先行研究では，窓のない空間，特に地下に設置され

たオフィスに関する意識に関する検証が行われている
7,8)．検証の結果，地下の心理的な問題として外界と

の隔離感や地中に閉じこめられるという不安感，採光

や眺望など外界の情報が入らないために天候や時間が

わかりにくいこと，暗い，単調などのネガティブなイ

メージが連想されることが報告されている．

これらの問題には窓の欠如が大きく影響していると

考えられる．そのため，地下などの無窓空間の居住性

を高めるためには，窓のもつ心理的効果を補う必要が

ある．

2.3 窓の代替物について

先行研究では，窓の代替物に関する検証が行われて

いる 5)．窓の効用には「外界との繋がりを感じる」「リ

フレッシュ効果」「疲労回復効果」「開放感」「空間に

変化がある」という効用があり，これらは室内環境に

重要な役割を果たしている 9,10)．窓の代替物として，

絵画，水槽，観葉植物および擬似窓などが挙げられる．

絵画には「空間に変化がある」の項目において高評価

になると報告されている．また，水槽や観葉植物には

「空間に変化がある」「リフレッシュ効果」の項目にお

いて高評価になると報告されている．しかし，絵画お

よび水槽や観葉植物は実際の窓とは異なり「外界との

繋がりを感じる」「開放感」において低評価になると

報告されている．

そこで，「外界との繋がりを感じる」「開放感」の項

目において高評価を得るために我々は擬似窓を提案し

ている．擬似窓を導入することにより「気分的な心地

よさ」「外界との連続感」という効用を取得できる可

能性がある.

3. 擬似窓

3.1 擬似窓の定義

擬似窓を Fig.1に示す．擬似窓とは窓の装飾を行っ

たディスプレイに風景映像を映写し，擬似的に窓のよ

うに見せた窓の代替物である．擬似窓は実際の窓と

異なり様々な風景を眺望することが可能である．例え

ば，あらかじめ海岸や森などの環境映像を撮影し，擬

似窓に映写することにより，室内で海岸や森などの風

景を眺望することが可能である．また，カメラを用い

て近場のリアルタイム映像を擬似窓に映写することに

より，窓がない室内から現在の屋外の様子を眺望する

ことが可能である．擬似窓に様々な風景を映写するこ

とで，閉塞感があり，リフレッシュ効果やリラックス

効果の乏しい環境の改善が期待できる．

Fig. 1. The virtual window.
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3.2 擬似窓の効用に関する先行研究

先行研究では以下に示す 4つの環境において，擬似

窓の効用に関する検証が行われている 9,10)．

• 窓がない環境（以後，無窓環境）

• 実際に窓がある環境（以後，有窓環境）

• 近場のライブ映像を擬似窓に映写した環境

• 川や森が映る環境映像を擬似窓に映写した環境

検証の結果，近場のライブ映像や川や森が映る環境

映像を擬似窓に映写した環境では無窓環境と比較して，

「外界との繋がりを感じる」「リラックス効果」「疲労

回復効果」「気分転換の効果」の項目が向上すること

が報告されている．また，「外界との繋がりを感じる」

の項目は近場のライブ映像と実際の窓と同様の効用が

得られることがわかった．

4. 個人スペースにおける擬似窓の効用検証

4.1 実験目的

実験は以下の目的で実施した．

• 個人スペースにおける無窓環境と擬似窓環境の効

用の違いの検証

• 個人スペースにおける擬似窓の効用の検証

• 2種類の映像を擬似窓に映写し，各映像による個

人スペースにおける擬似窓の効用の違いを検証

本実験では個人スペースに擬似窓を設置した環境お

よび無窓環境の効用を比較し，個人スペースにおける

擬似窓の必要性を明らかにする．また，個人スペース

における擬似窓の効用にどのような傾向があるのかを

検証する．さらに，擬似窓に映像を映写している場合，

映写させる映像の対象物が異なることにより，被験者

に与える印象は相違すると考える．そこで，車や人通

りのある道路沿いで撮影した映像（以後，道路沿い映

像）および，けいはんな記念公園における水景園で撮

影した映像（以後，渓流公園映像）を擬似窓に映写し，

各映像における擬似窓の効用を検証する．

4.2 実験環境

本実験は同志社大学京田辺キャンパス理工学部にあ

る実験室で行った．実験は日中に行い，天候は晴れで

あった．被験者は視覚に疾患を有さない大学生 8名で

ある．擬似窓は被験者の座席から正面を向いた壁の右

側に設置した．天井照明は 9灯とし，JIS基準に基づ

き机上面照度が 750 lx，色温度が 4200 Kとなるよう

調光・調色した 13,14)．

4.3 実験条件

本実験で使用する擬似窓はディスプレイ 1 枚で構

築した．ディスプレイは Full HD（解像度：1920 ×

1080）に対応する 23 インチのディスプレイである．

ディスプレイの輝度は 250 cd/m2 であり，視野角は

左右・上下 89度である．さらに，擬似窓の前にパネ

ルを設置することで窓がない環境（以後，無窓環境）

と，擬似窓を設置した環境（以後，擬似窓環境）の変

更を可能にした．実験時，擬似窓には，道路沿い映像

および渓流公園映像を映写した．Fig.2に実験に使用

した道路沿い映像と渓流公園映像を示す．

なお，本実験は，以下に示す 3つの環境で実施する．

• 無窓環境

• 個人スペースにおける擬似窓に道路沿い映像を映

写した環境

• 個人スペースにおける擬似窓に渓流公園映像を映

写した環境

Fig.3(a)に無窓環境，(b)に個人スペースにおける

擬似窓に道路沿い映像を映写した環境，(c)に個人ス

ペースにおける擬似窓に渓流公園映像を映写した環境

を示す．

4.4 実験手順

Fig.4に実験手順を示す．本実験は，無窓環境と擬

似窓環境において行った．擬似窓には，先行研究によ

り擬似窓の効用が明らかになっている，道路沿い映像

と渓流公園映像の 2種類の映像を映写した．順応時間

は明順応が 40秒から 1分程度であることから 1分間

とした 15)．アンケートは，先行研究により窓の効用

として明らかになっている項目と個人スペース及び擬
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Fig. 2. Road image and stream park image.

似窓の評価に関連するWELL認証の項目を使用した．

被験者はそれぞれの項目を 7段階で評価する．なお，

順序効果を考慮して，順不同で環境の変更を行った．

4.5 実験結果

4.5.1 個人スペースにおける擬似窓の効用

Fig.5に無窓環境および擬似窓環境（道路沿い映像・

渓流公園映像）における主観的評価の結果を示す．開

放感・天候の観察・時間の経過・疲労回復・気分転換

に関する項目を「窓の効用に関する項目」，集中度・快

適性・リラックス度・作業のしやすさ・健康的な感じ

がするか・心地良い要素があるか・居心地の良さに関

する項目を「WELL認証に関する項目」とする．

擬似窓に道路沿い映像および渓流公園映像を映写し

た場合は，無窓環境の場合と比較して「窓の効用に関

する項目」が，有意差 5％で効用が向上することがわ

かった．また，「WELL認証に関する項目」のうちリ

ラックスできる・健康的な感じがする・心地良い要素

があるの項目は有意差 1％以上で共通して効用が向上

することがわかった．また，個人スペースにおける擬

似窓に渓流公園映像を映写した場合は，無窓環境と比

較して「WELL認証に関する項目」のうち居心地の良

さが，有意差 5％で効用が向上することがわかった．

なお，ヒアリングの結果，無窓環境における居心地の

良さは，個人スペースの壁紙が木目調であるため，効

用が擬似窓環境と比較して低下しなかったと考える．

以上より，個人スペースにおける擬似窓に道路沿い

映像や渓流公園映像を映写することにより，窓の効用

が得られるだけでなく，WELL認証に良い影響を与

えることがわかった．

(a) No window space.

(b) Road image. (c) Stream park image.

Fig. 3. Experimental environment.

4.5.2 映像による擬似窓の効用の違い

個人スペースにおける擬似窓に渓流公園映像を映写

した場合は，道路沿い映像を映写した場合と比較して

「窓の効用に関する項目」のうち開放感がある・疲れ

を癒せる・気分転換できるの項目は，有意差 5％で効

用が向上することがわかった．また，「WELL認証に

関する項目」では，快適である・リラックスできる・

心地良い要素があるの項目は，有意差 5％で効用が向

上することがわかった．ヒアリングの結果，道路沿い

映像は人や車など動きが大きく日常的な感じがするた

Fig. 4. Experimental Procedure.
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Fig. 5. Subjective evaluation results of subjects for the virtual window environment.

め，効用が低下したと考える．一方で，渓流公園映像

は自然が多く非日常的な映像であるため，効用が向上

したと考える．

以上より，個人スペースにおける擬似窓に映写する

映像によって開放感や疲労回復効果，快適性，リラッ

クス効果などの効用が変化することがわかった．一方

で，疲労回復効果やリラックス効果，心地良い要素が

ある以外の効用は，映像によって変化しないと考える．

5. 個人スペースにおける擬似窓の有効性検証

5.1 実験目的

実験は以下の目的で実施した．

• 個人スペースにおける擬似窓を執務者が使用する

か検証

• 執務者が選択する画像・映像の種類を検証

• 執務者が擬似窓に映写する画像・映像を変更する

理由を検証

前章において擬似窓環境は無窓環境と比較して効用

が向上することがわかった．しかし，個人スペースに

おいて執務者が擬似窓を使用するかの検証は行ってい

ない．そこで，本実験では個人スペースにおいて執務

者が擬似窓を使用するかの検証を行う．さらに前章に

おいて，擬似窓に映写する映像によって，効用は変化

することがわかった．また，集中時において動きのあ

る映像は煩わしいと考える．そこで，映像・画像を用

意し，執務者が選択する画像・映像の種類の検証およ

び，執務者が擬似窓に映写する画像・映像を変更する

理由を検証する．

5.2 実験環境

本実験は同志社大学京田辺キャンパス理工学部にあ

る実験室で行った．実験は日中に行い，天候は晴れで

あった．被験者は視覚に疾患を有さない大学生 4名で

ある．擬似窓は被験者の座席から正面を向いた壁の右

側に設置した．天井照明は 9灯とし，JIS基準に基づ

き机上面照度が 750 lx，色温度が 4200 Kとなるよう

調光・調色した 13,14)．

5.3 実験条件

擬似窓は Full HDに対応する 23インチのディスプ

レイ 1台を使用した．擬似窓には，画像 35種類，映

像 2種類が映写可能である．画像は，自然の画像 11

枚（畑 3分の 1と空 3分の 2の画像・森林の木々の

画像・湖と空と森林が映る明るい画像・上賀茂神社内

の川の画像・圓光寺の森林の画像・GOOD NATURE

HOTEL中庭の写真・銀閣寺の池の画像・森林内のコ

テージの画像・石畳に水が流れる画像・木と段々の川

が映る画像・海と橋と空が映る画像），寺院や石庭の画

像 5枚（圓光寺の石畳の画像・猿沢池の画像・清水寺

の画像・二寧坂の画像），各国の風景画像 8枚（アパー

トとエッフェル塔が映る画像・セーヌ川とエッフェル

塔が映る画像・ギリシャの画像 2枚・台湾の風景画像・

NYの風景画像・東京のビルと空が映る画像 2枚），オ
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フィスの風景画像 5枚（緑のある個人スペースの画像・

アートが飾られた対抗島型の画像・緑のある対抗島型

の画像・殺風景なオフィスの画像・ディスカッション

の画像・形と色がアートな家具のオフィスに人が 4人

のみいる画像），絵画の画像 6枚（ルノワールのピアノ

を弾く 2人の少女の画像・ルノワールの庭での画像・

モネの絵画画像 2枚・ピカソの画像・圓光寺の襖の画

像），擬似窓がない環境を用意した．Fig.6に被験者が

選択可能な画像の一例を示す．また，映像は Fig.2に

示す，道路沿い映像と渓流公園映像を用意した．なお，

Fig.7に擬似窓の有効性検証実験の実験風景を示す．

Fig. 6. Example of images that can be selected by

subjects.

Fig. 7. Experimental environment.

5.4 実験手順

実験時間は，集中力が切れた時間を確保するため 120

分とした．作業内容は，PC作業である．また，擬似

窓に映写する画像・映像は被験者が好みのタイミング

で，好みの画像・映像を選択可能とした．なお，環境

を変更した際に．被験者は画像・映像を変更した理由

及び行っていた作業を記入する．

5.5 実験結果

5.5.1 選択した画像・映像について

実験を行った結果，被験者全員が擬似窓環境を選択

し，使用する画像・映像は 2時間で 3～5枚程度であ

ることがわかった．また，被験者が選択した画像は，

35枚中 7枚であり，被験者間で選択する画像が一致す

る傾向が得られた．選択した画像は，自然の画像 4枚

（森林内の木々の画像・湖と空と森林が映る明るい画

像・森林内のコテージの画像・海と橋と空が映る明る

い画像）とオフィスの画像 3枚（緑のある個人スペー

スの画像・アートが飾られた対抗島型の画像・ディス

カッションを行う画像）である．なお，寺院や石庭の

画像，各国の風景画像，絵画の画像，擬似窓がない環

境を選択した被験者は 0名であった．また，1名の被

験者が道路沿い映像，2名の被験者が渓流公園映像を

使用した．1名の被験者は映像を使用しなかったため，

ヒアリングを行った結果，プログラムの考案や作成を

行っており集中したかったため，動きがあり集中力が

散漫する映像は使用しないという意見が得られた．

以上より，被験者全員が無窓環境の画像を使用しな

かったため，擬似窓環境が有効であることがわかった．

また，被験者が選択した画像は 35枚中 7枚であり，オ

フィスの画像と自然の画像であった．さらに前章にお

いて，渓流公園映像より効用が低かった道路沿い映像

を使用する被験者もいることがわかった．そのため，

多人数で使用する擬似窓にはライブ映像を映写するこ

とが重要であり，個人で使用する擬似窓は気分によっ

て画像等を変更可能である環境であることが重要であ

ることがわかった．
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5.5.2 画像・映像を変更した理由について

アンケートより，自然の画像へ変更する理由として，

疲労回復や気分転換・落ち着きたいという意見が得ら

れた．また，オフィスの画像へと変更する理由として，

眠気覚ましや人との繋がりを得たいためという意見が

得られた．さらに，画像から映像へと変更する理由と

して，動きのない画像に飽きたという意見や，動きが

あるため眠気覚ましや気分転換になるためという意見

が得られた．

以上より，作業や気分に応じて擬似窓に映写する画

像・映像を変更することにより，自然との繋がりが乏

しい環境の改善に役立つと考える．

6. おわりに

窓がないオフィスの環境の改善を目的として，擬似

窓を提案した．擬似窓には実際の窓と同様の効用があ

ると報告されている．しかし，COVID-19の影響に伴

い，感染防止を目的として，個人スペースが増加して

いる．また，COVID-19以前においては，WELL認証

の影響により，執務者の活発なコミュニケーションや

スペースの効率化を目的としたオフィスのオープン化

が進む一方で，執務者の生産性や集中力の向上を目的

として，オフィスにパーソナル環境である個人スペー

スが増加した．そこで，我々は擬似窓と個人スペース

を組み合わせることにより，自然との繋がりを得るこ

とが容易でない個人スペースを改善できるのではない

かと考えた．以上より，本研究では個人スペースにお

いて，擬似窓が執務者に与える影響および擬似窓の有

効性について検証した．

検証の結果，擬似窓に道路沿い映像および渓流公園

映像を映写した場合は，無窓環境の場合と比較して「窓

の効用に関する項目」および「WELL認証に関する項

目」のうち快適である・リラックスできる・健康的な

感じがする・心地良い要素があるの項目で効用が向上

することがわかった．また，個人スペースにおける擬

似窓に映写する映像によって開放感や疲労回復効果，

快適性，リラックス効果などの効用が変化することが

わかった．

また，執務者が実際に擬似窓を使用するかの検証を

するため，個人スペースにおける擬似窓の有効性の検

証を行った．検証の結果，全ての被験者が擬似窓を使

用し，無窓環境を選択した被験者はいなかったため，擬

似窓環境が有効であることがわかった．さらに，被験

者が選択した画像等はオフィスの画像と自然の画像，

映像 2種類であった．そのため，多人数で使用する擬

似窓にはライブ映像を映写することが重要であり，個

人で使用する擬似窓は気分によって画像等を変更可能

な環境であることが重要であることがわかった．

また，擬似窓の有効性検証実験において，執務者は

落ち着きたい，眠気を覚ましたいなどの感性や動きの

ある映像，人が写っている画像などのカテゴリから画

像・映像を選択することがわかった．

以上より，個人スペースにおける擬似窓を用いるこ

とにより，自然との繋がりが乏しい環境の改善が可能

であることがわかった．さらに，気分や画像のジャン

ル，作業内容によって選択する画像・映像が変化する

ことがわかった．そのため，感性やジャンルで分類し

た画像・映像の選択画面を用いることにより執務者が

使用しやすい環境が提供可能となると考える．
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